
【令和４年 第９回大山町教育委員会 議事録】  

 

日時     ：令和４年８月１７日（水）午後１時３０分～ 

場所     ：名和公民館 第１会議室 

出席委員   ：向陽寛孝、池嶋順子、山洋美 

欠席委員   ：なし 

教育長    ：鷲見寛幸 

その他の出席者：教育次長（前田）、社会教育課長（徳永）、学校教育室長（浦木）、 

       ：学校教育担当者（中井） 

参観人    ：０人 

 

日   程 

１． 開会宣言 

 

教育長 

ただいまから第９回大山町教育委員会を開会します。日程については、配布資料のと

おりです。 

 

２．議事日程の報告 

 

教育長 

会議時間については、午後１時３０分から終了目標を午後３時００分とします。 

 

日程第１ 

会議時間の決定 

 

自 午後１時３０分      至 午後３時００分 

 

日程第２ 

教育長報告並びに連絡事項 

６月２９日～８月１７日までの報告事項、今後の予定について説明（下記は主な内容） 

 

教育長 

先月は定例教育委員会をコロナの関係で延期しましたので、今回は７月、８月合同の

定例教育委員会になります。夏休みも終盤になり、中学校は来週から小学校は再来週か

ら２学期が始まります。２学期はいろいろな行事がありますが、子ども達にとってより



良い学校生活が過ごせるように願っています。 

 

７月１日、大山小３年生の総合的な学習で、ひめぼたるの学習の講師を行いました。

この学習を受けて７月１２日、１５日にひめぼたるの調査を行います。 

 

７月１４日に中山中学校が修学旅行に出発しました。 

 

７月２６日、大山青年の家入所者１２０万人達成記念式典が行われました。 

 

８月１７日、夏季巡回ラジオ体操の予定でしたが悪天候で中止になりました。 

 

次長 

保育所の計画訪問ですが、庄内保育所、大山きゃらぼく、大山保育所は、まだ今年の

計画訪問が出来ていませんが、コロナの特別警報が続いているため保育所の計画訪問を

中止にしたいと私どもは考えています。いかがでしょうか。 

 

委員 

コロナの特別警報は、まだまだ続きそうな状況ですし、普段から良い保育をされてい

ますので、今年は中止でよいと思います。 

 

次長 

今年は保育所の計画訪問を中止にさせていただきます。 

  

 

日程第３  

議案第１号 大山町立学校における学校運営協議 

会委員の任命について 

 

教育長 

事務局より説明をお願いします。 

 

次長 

大山中学校から地域コーディネターの方を１名追加したいと申請がありました。宜し

くお願いします。 

 

教育長 



ご意見、ご質問があればお願いします。 

 

全委員 

了承。 

 

 

日程第４  

議案第２号 庄内保育所の閉所について 

 

教育長 

事務局より説明をお願いします。 

 

次長 

大山保育所条例の規定により設置する保育所の閉所について、庄内保育所は令和４年

度末で閉所とするという提案です。提案理由として、拠点保育所の建設にあたり、平成

２５年に拠点保育所のほか、庄内保育所を残すという方針が決定しました。庄内保育所

の園児数が概ね３０人以上という共通認識を持って緩やかに一園にしていく。園児数が

減少した場合については、その都度、協議していくこととしています。この方針を踏ま

え、令和４年度の庄内保育所の園児数が２１人になることから、閉所について協議を進

めてきました。検討状況として、令和４年４月１９日に、保護者懇談会を実施し過去の

方針決定の経過と現状説明を行いました。保護者の多くの方からは閉所はやむを得ない

という意見がありましたが、現在の家庭的な雰囲気の保育所から大規模の保育所へ変わ

ることへの不安の声や閉所を惜しむ声もありました。また、保護者から保育士の意見を

聞いた上で決定してほしいという声がありましたので、保育士アンケートを実施しまし

た。保育士アンケートからは、３歳未満児にとっては、家庭的な雰囲気で穏やかに生活

できる反面、就学に向けての体験や活動が十分にできないという意見がありました。ま

た、施設、環境面に関して、老朽化による維持管理の問題などマイナス意見が多くあり

ました。 

これらの意見をもとに、令和４年５月１９日に総合教育会議を開催し意見交換を行い

ました。庄内保育所への入所を希望する方が減少している実態や閉所後の児童の受け入

れ態勢に問題がないことについて確認を行いました。 

閉所の決定の理由として、庄内保育所の入園児は年々減少している状況にあり、今後

も少子化の進展により、園児数の増加が見込めないことや、庄内地区において庄内保育

所への入所希望者が減少していることに加え、閉所後は拠点保育所での受け入れが可能

であることが見込まれること、また、園舎は昭和５７年の建築から４０年が経過し、良

好な保育環境を確保するためには大規模な改修又は改築が必要になることの３つが閉



所する理由です。 

 

教育長 

これまでも総合教育会議で協議もありましたが、皆様方からご意見を頂ければと思い

ます。いかがでしょうか。 

 

委員 

庄内地区の該当園児が、大山きゃらぼく保育園や名和さくらの保育園に通われていま

す。地元でもそのような状況ですから閉園も仕方ないと思います。 

 

委員 

受入れ体制がしっかりされていますので、さびしいですが大きいところで頑張っても

らいたいと思います。 

 

委員 

９年間、協議をされて皆さんの意見をしっかり聞いていただいたと思います。保護者

も理解されていますので、進めていただいても問題はないと思います。 

 

教育長 

委員の皆さんから、庄内保育所を令和４年度末で閉所するという一致した意見をもら

いました。令和５年度から新たな体制で今まで以上に満足頂ける保育を進めていけるよ

うに教育委員会としても進めてまいりたいと思います。 

 

 

※ここから非公開 

 

日程第５  

議案第３号 区域外就学について 

 

 

 

２． その他 

 

・令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について 

・令和３年度大山町教育員会の事務の管理及び執行の状況の点検・評価について 

・中学生の制服について 



 

 

４．次回の開催日程 

令和４年９月２６日  午前９時３０分～ 

 

 

５．閉会宣言 

午後２時５０分 

 

 

 


